
平成３０年４月１４日 

平成３０年度 審判活動確認事項 
１、審判員運営 

（１）基本的には主審・副審×２・第４の審判で行います。（全道予選など要項により異なる場合があります） 

 ※各チームで責任をもって審判員の準備をしてください。 

（２）競技規則について（留意してください） 

  ①手を使った反則 ②FKの再開場所 ③オフサイドの判定 ④PKに関わるカード適用 

 

２、装身具について（眼鏡・ミサンガ・パワーネックレス・固いヘアバンド等） 

（１）基本的な考え方 

４種での眼鏡の使用に関しては、成長期でもあり、コンタクトレンズの使用ができないことから、自分自

身と相手競技者の危険とならない範囲においてのみ使用を認めています。 

※基本的にキッズの大会も同様です。 

（２）眼鏡の使用についての考え方（別紙１～使用可能な参考例） 

  ①眼鏡を使用しないとプレイできない選手に限り使用を認めていく。 

  ②可能であれば眼鏡を使用しない練習を日頃から行う（強制はしない）。 

  ③金属を含むもの、フレームや柄等が鋭利なもの、自他を傷つけるおそれのあるものは使用しない。   

④眼鏡の使用の確認 

   ア 大会審判長が着用の可否について判断する（全道大会等） 

   イ 十勝管内では４種審判委員長が判断する（通年） 

   ウ マナーとして装身具の使用者がいることを対戦チームに伝える 

     ※審判員は試合ごとに必ずメガネのチェックを行ってください。 

   エ 万が一事故が発生した場合には当事者同士で誠意を持って対応するものとする。 

     ※関係した審判員や協会がその責任を負うものではありません 

 

３、実技指導及び３級昇級試験等について 

 ＜フクハラ杯＞ 

①新規取得者の実技指導 5 月 3日（木）4 日（金）７時 30分～8時 15 分 帯広の森・帯広札内ＡＢ 

＜U11 リーグ＞   

②レッツ野郎ゼ！ 5 月 27 日（日） ※男性（お父さん）向け審判講習会 

＜U10 サマーリーグ＞ 

③レディースホイッスルデイ（第 1回） 8月 4日（土） ※女性（お母さん向け）審判講習会 

＜U10 オータムリーグ＞  

④レディースホイッスルデイ（第 2回） 9月 15 日（土） ※女性（お母さん向け）審判講習会 

＜U10・11フットサルリーグ＞  

⑤一丸 Ref研修！ 12月 1 日（土）2 日（日）芽室・清水 ※フットサル審判講習会 

⑥みんなで審判 12月 8 日（土）9日（日）清水プライマリー ※フットサル初心者審判講習会 

 

 ※いずれの講習会も時期が近づきましたら再度ご案内する予定です。昇級試験については別紙参照。 

  

 ※審判委員会の事業全般に関わる問い合わせ先 審判委員長：杉野全由 chapos-5@m2.octv.ne.jp 

mailto:chapos-5@m2.octv.ne.jp


2018 年度 サッカー審判資格昇級について 
十勝少年サッカー連盟審判委員会 

〇4 級→3 級への昇級 

１．大まかな流れ 

  一次試験（第 4 種カテゴリーでの実技のみ） ※少年連盟審判委員会主催  

↓合格者 

最終試験（第 3 種カテゴリでの実技＋走力・学科試験） ※十勝地区協会審判委員会主催  

      ↓合格者 

☆サッカー審判員３級資格認定☆ 

 

２．各試験の詳細 

①一次試験 

・年間 2 回実施します。これ以外に実施する予定はありませんので、昇級を目指す方は必ずこの

日程で参加してください。 

・前期は 5 月下旬に予定している「道東ブロックトレセンｉｎ十勝」、後期は 8 月下旬～9 月上旬

に予定している「全日本少年サッカー大会十勝地区予選順位別リーグ」です。 

・主審を中心に担当していただき、合格基準に達した方は最終試験に進みます。 

・試験は一発勝負ではありません。前後期ともに 2 日間日程の大会ですので、ご都合のつく方は

できるだけ長い時間参加していただけると、複数回主審を担当できます。試合ごとにインストラ

クターからレクチャーがありますので、それを生かして大会期間中に改善でき、合格基準に達し

た場合も、最終試験に進むことが可能です。 

・前期で不合格だった場合、後期での再チャレンジが可能です。 

・合格の主な基準は①判定基準（正しく、試合を通して一貫しているか）②ポジショニング（争点

が見やすい位置にいるか）③走力・体力（11 人制フルピッチでも対応できるか）④その他（副

審や第 4 審との協力・笛やシグナルの使い方など）です。概ね８０％の到達で合格となります。 

 

②最終試験 

・大会日程と調整しながら随時行います。 

・実技の大会は「十勝地区カブスリーグＵ－１５」です。11 人制で 35 分ハーフの予定です。 

・女性については少年カテゴリーの試合が対象となります。 

・走力と学科については実技と別会場別日程になります。 

・合格の基準は一次試験とほぼ変わりません。ただ、8 人制と 11 人制のルールの違いや、コート

の大きさの違い、更には選手のスピードやキック力も違うので、その部分にしっかりと対応でき

るかがポイントとなります。 

 

※最終試験の受講にあたって【重要】 

・受験者は基本的にピッチサイズ 105×68 ㍍での審判経験が数試合必要です。近隣の中学校

の試合（練習試合や紅白戦でも可）で予め経験を積んでください。 

・105×68 ㍍で経験する場がない方は、審判委員会で調整しますのでお知らせください。 

担当：審判委員会副委員長 山田卓良 shstt131620@dune.ocn.ne.jp 

 

https://mail.yahoo.co.jp/?action=compose&to=shstt131620%40dune.ocn.ne.jp


３．昇級試験への参加条件 

・8 人制もしくは 11 人制サッカーの主審経験を 10 試合程度積んでいる。（学年や大会、公式戦

や練習試合は問いません） 

・副審の経験を 10 試合程度積んでいる。 

・3 級昇級に向けた強い意欲がある。また、審判技術向上に向け積極的に学ぶ姿勢がある。 

※サッカー経験の有無は全く関係ありません。未経験の方でも条件を満たしていればＯＫです！ 

 

４．事前指導について 

・前期は 5 月上旬の「フクハラ杯スプリングフェスタ」、後期は 7 月下旬の「フクハラ杯サマーフ

ェスタ」にて事前指導を行います。 

・事前指導への参加は必須ではありませんが、一次試験を前にインストラクターの指導のもと、審

判技術の向上をはかる機会になりますので、ご都合のつく方はぜひご参加ください。 

・その他の大会でもインストラクターが対応可能であれば随時事前指導を行うことが可能です。少

年連盟の審判委員会までご連絡ください。 

 

５．参加申込みについて 

・申込み書を各チーム宛てにメールで送ります。また、少年連盟のホームページにもアップします

ので、必要事項をご記入の上、担当まで送信してください。 

・試験受講中の連絡はメールで行います。審判の割り当て等は添付ファイル（ワードやエクセル）

でお知らせしますので、対応可能なメール環境をご準備ください。 

 

〇3 級→2 級への昇級 

・個別の対応となりますので、希望される方は審判委員会までご連絡ください。 

・試験内容は①実技試験（社会人か高校生の９０分ゲーム）②走力試験③学科試験となります。 

・詳しくは北海道サッカー協会のホームページに、昨年度までの要項等がありますので、そちらを

ご確認ください。 

 

〇全体の主な流れ（予定） 

月 3 級昇級関係 

４ ・前期申込み 

５ 
・事前指導（フクハラ杯） 

・前期一次試験（道東ブロックトレセン） 

６ 
・前期最終試験 

・後期申込み 

７ 
・後期申込み 

・事前指導（フクハラ杯） 

８ ・後期一次試験（全日本少年サッカー大会） 

９ ・後期最終試験 

 

 

 



十勝少年レフェリーOBOG チームの発足について 
十勝少年サッカー連盟審判委員会 

 

１．はじめに 

  ここ数年、各チームの保護者の高い意欲と、審判委員会の働きかけによって、お父さん審判、

お母さん審判が非常に増えてきています。おそらく全道・全国に目を向けても、これほど保護者

審判の活躍が目覚ましい地区は珍しいのではないでしょうか。審判数が増えているだけでなく、

より高いレベルを目指して審判技術の向上に励んでいる方も多く、3 級昇級合格者が増えたり、

フクハラ杯の決勝をレディースレフェリーチームが担当したりするなど、様々な場面での活躍が

見られ、審判の面からも十勝の少年サッカー界の盛り上がりを感じます。 

  しかし、保護者という側面から、自分の子どもが小学校を卒業すると、一気に活躍の場がなく

なってしまうという課題が近年浮上しました。せっかく少年カテゴリーで腕を磨き、3 級を取得

したり、安定したジャッジができるようになってきたりしていたにも関わらず、その力を発揮で

きずにいる人が多くいると聞きます。そこで、自分の子どもはいなくても少年カテゴリーで審判

をしたいという方に活躍の場を提供するという意味で、「十勝少年レフェリーOBOG チーム」を

発足したいと思います。 

 

 

２．「十勝少年レフェリーOBOG チーム（仮）」の登録対象者 

・自分の子どもが卒業等で少年カテゴリーから離れたが、自分は少年カテゴリーでの審判活動を

続けたいという意欲のある方（級は問いません） 

 

 

３．OBOG チーム内の連絡体制 

 ・メールによる連絡とします。割り当て等は添付ファイル（Word や Excel）となりますので、

それらが閲覧可能なメール環境をご準備ください。 

 

 

４．審判を行うまでの大まかな流れ 

 ①審判委員会担当者より、OBOG チームの皆さんに大会案内を配信 

 ②参加を希望される方は、審判委員会担当者にその旨を返信 

 ③組合せ・割り当て・会場・集合時刻等が確定次第、OBOG チームの皆さんに配信 

 ④大会当日に審判業務に取り組む 

 

 

５．登録方法 

 ・申込み書を各チーム宛てにメールで送ります。また、少年連盟のホームページにもアップしま

すので、必要事項をご記入の上、担当まで送信してください。 

 

担当：審判委員会副委員長 喜多翼 tsubasa_n1m1m1s3@yahoo.co.jp 

 

mailto:tsubasa_n1m1m1s3@yahoo.co.jp

